
日工販ニュースVol.5─2014

SE資格者にご回覧下さるようお願いします。

巻 頭 言	「プレス業界の現況と今後の課題」  ……………… 日工販理事　横幕　武夫	 2

ひとくち豆知識	「新人への豆知識」 ………………………………………………………………… 	 4

話 題 の 技 術	「新技術を用いたオイルミストコレクターの提案」

 　　　　　　 ……………………………………… 大昭和精機㈱　澤村　　功	 5

議 事 録	「理事会」「調査広報」「教育」「東部地区 中堅・若手研修会」

 「東部地区 情報交換会」「中部地区 正副会員懇談会」「西部地区 会員懇談会」

 「『設備投資減税・ものづくり補助金』勉強会」 …………………………………  8

S E 教 育	「合格者」 ……………………………………………………………………………  26

工作機械と私  ………………………………………………………… ㈱ヤマモリ　熊谷　秀司	 27

私 の 読 書 評	「心配事の9割は起こらない」 ……………………… 三栄商事㈱　岩船　史智	 28

甘 口 辛 口 「まだまだ半人前」 …………………  伊藤忠マシンテクノス㈱　新北　　勉	 29

私 の 軌 跡	  …………………………………………………………京華産業㈱　藤元　浩幸	 30

統 計 資 料 「FA流通動態調査1・2」「マシニングセンタ・NC旋盤動向」

 「工作機械業種別受注額」「2013年世界の工作機械需給」 

 「主要相手国別輸出額構成」「主要相手国別輸入額構成」  ……………………  32

消 息 ・ 行 事  ………………………………………………………………………………………  39

会 員 会 社  ………………………………………………………………………………………  40



日工販ニュースVol.5 ─2014 日工販ニュースVol.5 ─2014─ 2 ─ ─ 3 ─

日工販理事

横　幕　武　夫
（伊吹産業㈱　取締役社長）

『プレス業界の現況と今後の課題』

　戦後の一時期においては、国民生活が所得倍増計画で豊かになり、ＴＶ．洗濯機．冷蔵

庫の所謂『三種の神器』の時代へと発展し、家電業界は世界市場を席巻。更にモータリゼー

ションの到来でプレス加工は電気と自動車の生産に重要な役割を果たして来ました。

　しかし、1985 年のプラザ合意以降、家電は海外生産に走り、高度成長が終わった

1990年以降には、海外の技術に改良を加えて再輸出するモデルが難しくなり、新しい製品は

韓国や中国で生産され、グローバル化は日本のモノ作りを衰退させ、1993年以降、プレス

業界は成熟期から衰退期に突入し、労働人口は激減してまいりました。

　一例として、日本金属プレス工業会会員の1986年と2012年の売上と労働人口を比較

しますと、常用従業者は57,379 人→ 28,584 人に半減し、月間実働人員は、1,304,013

人→ 567,533 人と6 割以上も離職しており、自動車産業の売上高は6152 億円

→ 9156億円と増産が見られますが、反面、電気分野では1395億円→ 335億円と激減

し、特に家電業は '95 年以降歴史的な円高に晒された結果、メーカーは下請企業に徹底的

なコストダウンを要求し、その要求に応えられた企業は生き残ったものの、過去の設備を食い潰し、

設備投資の回収も出来ない加工単価では、老朽化した設備の更新も出来ずに来ている現状が

憂慮されます。

　現在、プレス加工の70%が自動車関連の部品加工に携わっており、今後自動車産業の

国内生産がどう変わって行くのかによって業界の将来も変わるものと推察されます。

　また、電気自動車の比率が高まり、将来的にソーラーカーの時代が来ると、新素材や高度

な精密加工技術が必要となり、其処に新たなイノベーションが生まれ、精密プレス加工の新た

な市場も広がることも期待できます。

　15年後のプレス業界は第2の成長期になる可能性はゼロではありません。

　構造が100年余り変わっていないメカプレスに代わって、サーボプレスは発売から10年程

の歴史しかありませんが、今後益々進化し、切削加工からプレス加工に置き換えられる分野も大

いに期待できます。

　どんな市場でも、成長期→成熟期→安定期→衰退期が繰り返されます。しかし時代に即し

た進化や変化に対応出来ない企業には将来は無いと肝に銘じなければならない時代になってい

る事を経営者は認識しなければなりません。

　私は、「我が社とて同じ」との覚悟を常に意識し経営に当たっております。
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No.137

新技術を用いた　　　　　　　
オイルミストコレクターの提案

大昭和精機㈱
環境機器部  専任課長

澤　村　　功

【図1】
オイルミストコレクターＤＳＴ1000

ひとくち

豆知識 新人への豆知識
自動車産業等製造業の海外生産が加速する中で工作機械のビジネスもグローバル化が進み貿易用語の
知識が必要な場面が多くなってくると思います。そこで貿易用語を次のとおりまとめました。

インコタームズ2010による貿易条件
①EXW：Ex Work（工場渡条件）

輸出地の工場・倉庫等で貨物を引渡す条件。引渡時点で貨物の危険負担も費用負担も売主か
ら買主に移転。

②FCA：Free Carrier（運送人渡条件）
輸出地の指定場所にて買主が指定した運送人に貨物を引渡す条件。この時点で貨物の危険負
担、費用負担が売主から買主に移転。

③FAS：Free Alongside Ship (船側渡条件）
指定された船積港において、貨物が埠頭上、又は艀に積み込まれ本船の船側に置かれたとき
に、貨物の危険負担、費用負担が売主から買主に移転。

④FOB：Free On Board（本船渡条件）
貨物が輸出港に停泊中の買主より指定された本船の船上に置かれたとき、又は引渡された貨物
を調達（洋上転売）したときに、貨物の危険負担及び費用負担が売主から買主に移転。

⑤CPT：Carriage Paid To（輸送費込条件）
貨物の危険負担は輸出地において、売主の指名された運送人に引渡された時点で買主に移転。
費用負担は、輸入地までの輸送費を含み売主が負担。

⑥CIP：Carriage and Insurance Paid To（輸送費・保険料込条件）
貨物の危険負担は上記⑤と同様。費用は、輸入地までの輸送費及び保険料含め売主が負担。

⑦CFR：Cost and Freight（C&F /運賃込条件）
貨物の危険負担は上記④と同様。費用は、輸入港までの運賃を含み売主が負担。

⑧CIF：Cost, Insurance and Freight（運賃・保険料込条件）
貨物の危険負担は、上記④と同様。費用は、輸入港までの運賃及び保険料を含め売主が負担。

⑨DAT：Delivered At Terminal（ターミナル持込渡条件）
指定仕向港または仕向地のターミナルにて、貨物が一旦到着した輸送手段から荷卸しされた
後、ターミナル内で買主に引渡した時点で、貨物の危険負担、費用負担が売主から買主に移転。
指定仕向地ターミナルまでの輸送費および荷卸し作業は売主が負担。

⑩DAP：Delivered At Place（仕向地持込渡条件）
指定仕向地において、荷卸しの準備ができている状態のまま、指定地に到着した輸送手段の上
で貨物が引渡されたときに、貨物の危険負担、費用負担が売主から買主に移転。指定仕向地ま
での輸送費は売主が負担。

⑪DDP：Delivered Duty Paid（関税込仕向地持込渡条件）
売主が指定仕向国における輸入通関と輸入税の納付を済ませ、輸入地の指定場所まで貨物を
持込み、到着したその輸送手段で貨物を買主に引渡す条件。売主はその指定場所までの輸送に
ともなう一切の費用と危険を負担。

　本章にて、新技術を用いた弊社のオイルミスト

コレクターＤＳＴ1000 【図1】をご紹介させて頂

きます。

　近年、多くの企業が「生産の効率化」、「品質の

向上」を追求する一方、「環境・安全」改善に取組

んでいます。その中、加工現場では「工作機械の

高速化」、「高圧切削油の供給加工」、「稼働時間

の連続化、24時間」などによりオイルミストの発

生が増える傾向にあり、これら改善の柱の1つに

なっています。

　オイルミスト発生による影響としては、吸い込

みによる人体への健康被害、ミスト付着により床

などが滑り易くなるなどの危険性、電気設備の劣

化促進や接触不良の起因、悪臭、エアコンフィル

タの目詰まりによる電気消費量の増大など様々

な問題が挙げられます。

　オイルミストコレクターの基本的な構造原理に

は、「フィルタタイプ」、「電気集塵タイプ」、「遠心

分離タイプ」などがあります。
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話題の技術話題の技術
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　「フィルタタイプ」は、吸引したオイルミストをいくつか（1～5個）のフィルタを通過させ、ろ過し清浄する

タイプです。フィルタの性能がそのまま捕集性能になります。フィルタの（捕集）目詰まりがすすむと捕集効

率が下がり交換が必要になります。このフィルタは「産業廃棄物」になります。一般的には1～3カ月程度で

交換時期を迎えます。1回のメンテナンスコストとして￥数千～￥8万程度が一般的に必要になります。（フィ

ルタの種類による。）

　「電気集塵タイプ」は、針（或いは細いワイヤー）状の放電極と接地した平板状の集塵極を一定間隔で対

向配置し、放電極に高電圧を印加することで放電による電子放射がミストに衝突し帯電したミストが集塵極

に誘引、捕集されます。微細なオイルミストも捕集できるという長所をもちますが、定期的（一般的に6ヶ月）

にミストコレクターメーカによる電極洗浄作業が必要です。1回のメンテナンスコストとして￥5万～￥10万

程度が一般的に必要になります。

　一般的な「遠心分離タイプ」は、羽車の遠心力を利用し粒子を加速させ、外周壁などに高速で衝突させ集

塵します。この際、小さな粒子は、質量が軽いために風の流れに乗り、概ね1μｍ以下の粒子は衝突できずに

捕集不可となります。

　しかしながら、弊社のＤＳＴ1000は、これら一般の遠心分離タイプとは異なり、独自開発した新たな遠心

分離技術「ＤＳＴ（ディスク・スタック・テクノロジー）ローター機構」 （【図3】）により、0．3μｍの粒子で97％

捕集し、更にＨＥＰＡフィルタにより99．3％以上の捕集を実現します。（1μｍ粒子ミストでは99．997％以上

捕集。 【図2】）

　この構造原理は、180枚重なった円錐状ディスクを高速で回転させ、5000Ｇの遠心力を生み出し、この各

ディスク間にオイルミストを通過させることで微粒子ミストも液化し捕集します。

　ＤＳＴローター部で97％捕集するため、フィルタの負担が軽減され交換期間が長く産業廃棄物量が軽減

されます。（2年間捕集効率が殆ど変りません。 【図4】）

　最大風量は1,000ｍ3/ｈあり、小型の工作機械の場合は、1台のＤＳＴ1000で複数台（箇所）の対応が可

能です。

　オイルミストコレクターご検討の際には、是非、ＤＳＴ1000を加えて頂けると幸いです。

【図2】　捕集効率比較（1年使用機種） 【図3】　オイルミストコレクターDST1000の構造原理

【図4】　2年間のフィルタ交換比較
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議事録

第249回	定例理事会

日　時： 3月5日（水）　14：30 ～16：30

場　所： 大阪産業創造館　6階　D会議室

出席者： 会長、副会長3名、専務理事、

　　　　理事24名、事務局1名

会長挨拶：

　日工会発表の 1月受注もかろうじて1 千億円

を超えて、昨年9月以降5か月連続1千億円超

えということで経済環境は良くなってきました

ものの、世界情勢はきな臭い状況であります

が、後ほどの意見交換でこうした情勢を含めて

お話し頂きたいと思います。それでは早速です

が付議事項に入りたいと思います。

[付議事項 ]

（1）2013年度決算見込み報告

①一般会計：収入については、平成25年度下期

より2年ごとに実施する会費見直しにより9社

が会費増となったこと及び正会員として2社の

入会があったことにより予算比増。支出につい

ては外注費支出減である一方総会、賀詞交歓

会費用増。

②教育事業特別会計：収入については、すべて

の講座が期初予算比受講生数減から受講料収

入減。支出については若干予算下回るが、教

育事業特別会計収支は赤字となる。

　従って全体の収支では予算比減となる見通し。

（2）2014年度事業計画及び『提案営業力＆技術

提案力向上研修会』

　2014年度事業方針及び主な事業内容を専務

理事より説明。

　『提案営業力＆技術提案力向上研修会』（向上

研修会）については池浦教育委員長より説明。

従来からある資格認証を目的としたSE講座と

向上研修会との立ち位置の違いを説明。2014

年度事業計画については異議がなく、向上研

修会については2014年度においても開催時

期を見本市、期末等の多忙なタイミングを避

けること配慮の上引き続き継続することとなっ

た。

（3）定款の改訂について

 冨田総務委員長より付議内容説明。次の項目

を定款第6章会計第26条－2の次に追記する

こととなった。

　『 －3　日常の銀行決済業務は専務理事に一

任し現金出納報告は四半期毎に普通

預金残高と共に会長、総務委員長に

報告する。

　 －4　定期預金管理は専務理事に一任し四

半期毎に残高証明書と共に会長、総

務委員長に報告する。』

 理事会での承認を得たのでこの定款改定案は

6月10日開催の総会に付議することとなった。

[報告事項 ]

（1）流通動態調査平成26年1月結果及び日工

会短観

 動態調査1の日工販受注推移は昨年9月より

日工会内需推移とほぼ同じ傾向を示している。

1月に実施した動態調査2の見通しについては

前回実施した昨年10月に比べて全般的に好転

している。一方先日発表された日工会短観に

ついても全般的に大きく好転している。

（2）設備投資促進税制＆ものづくり補助金勉強

会

 専務理事より報告。1月31日午後2時より機

械工具会館6階にて開催、参加者は108名と

これまでの研修会、勉強会、講演会等に比べて

最高の参加者数で経産省より根津課長補佐、

中島係長が新制度の説明のためにご出席され

た。熱心な質疑応答があり所謂新制度におけ

る応用問題であり今後大いに参考となる大変

中身の濃い内容であった。

 尚今後新制度に関する質問、相談等は専務理

事宛てに一元化しQ&Aを作成することにす

る。

（3）委員会報告

①西部地区委員会：

 赤澤委員長より報告。1月23日に大阪産業創

造館にて新春時局講演会を開催。

 講師は毎年お願いしている元三和総研の松下

滋先生。アベノミクス・東京五輪と日本経済と

いう演題で講演された。59名が参加。

 内容的には東京五輪が決定し今年はまずま

ずという景気予測だったが、詳しくは日工販

ニュースをご参照願いたい。

②調査広報委員会：

 田尻委員長より報告。2月3日に開催。決算収

支確認と来年度事業計画について討議され

た。機関誌『日工販ニュース』では毎号賛助会

員メーカーに広告掲載をお願いしているが、広

告掲載を快く受けて頂ける賛助会員とそうで

はない賛助会員がおり、どうしても前者の賛助

会員が広告掲載の常連となっている。

 然しながら賛助会員メーカー各社には均等な

広告掲載のチャンスを与えるべきではないか

という事で議論の結果、平成26年度はこれま

で広告掲載がなかった賛助会員に対し積極的

に広告掲載依頼を取り進めることになった。

 来年度の日工販ニュース発刊は今年度と同様

に年間5回発刊することとなった。

③東部地区委員会：

 角田委員長より報告。2月7日に中堅・若手研

修会を開催。正会員、賛助会員含めて80名の

参加があり、お願いしていた女子社員の参加

も多くあった。

 研修会の内容は①『真の付加価値を生み出す

ロボットエンジニアリングの最新動向』（角田委

員長）、②『商社マンの40年を振り返って』（前

日工販会長長久保氏）、③『メキシコ経済の最

新事情と日系企業の進出動向』（ジェトロ中畑

氏）という三つの講座の構成。

 その後交流会を開催し、30歳前後の若手が多

く大変盛況であった。

 2月25日に昨年8月開催の情報交換会に続い

て好評により二度目の情報交換会を開催。28

社44名の参加。全般的には2013年度は上期

苦戦が多く、下期上向き回復基調、受注を含め

予算達成見込みが多かった。2014年度につい

ては予算増が大半。地域としては西高東低と

の意見が多く総じて中部は好調、東部は厳しい

という意見が多い。東部でも北関東は良いが

南関東は厳しい。自動車関連は好調、家電、金

型関連は苦戦。消費税アップを受けて駆け込

み需要を期待していたが思ったほどではなかっ

た。設備投資促進税制、ものづくり補助金の関

係で下期は少しずつ上向いた。

 海外に拠点を持っているところに仕事が流れ

つつあり受注も増えている。完成車メーカー

8社は複合機で工程短縮をしたい状況にある。

景況感について言えば総じて各社割と近かっ

た。意見交換後に懇親会を開催。

④教育委員会：

 池浦委員長より報告。2月12日に教育委員会

開催。2014年度の受講生見込み数は基礎講

座100名、SE講座130名、更新研修80名とし

た。因みに2013年度の実績では基礎講座90

名、SE講座115名、更新研修78名。あまり内
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向きにならず講座内容を吟味の上前向きに取

り組む。

 日程では基礎講座は日本工業大学の都合もあ

るが5月下旬から6月下旬、SE講座は東京会

場10月9日から11日、名古屋会場が10月16

日から18日、大阪会場が10 月23日から25

日、更新研修については東京会場が11月7日

から8日、名古屋会場が11月14日から15日

に決定。

 講座については第一日目1時限目の『切削機

械の動向』については福村講師がマザック財

団事務局長の退任に伴い講師を辞退されたた

め、後任として紹介があった顧問の水門氏と専

務理事が面談しこの講座を引き受けて頂くこ

とになった。第一日目4時限目の『問題解決法

と提案営業』をご担当されてきた須藤講師が

残念ながら他界されたため後任として双日マ

シナリー㈱前会長、前日工販会長の長久保氏

にお願いすることになった。第三日目4時限目

に海外に向かってのモチベーションを高める講

座を新設する。

[意見交換 ]

会長：

 2013年度は2013年度への積み上がりが少な

かったので前期はみなさんご苦労されたと思

います。鳴り物入りのものづくり支援アベノミ

クスもあったのですが、結果としては受注のタ

イミングが下期にずれ込んだということで9月

以降は数字が顕在化してきました。

 一方4月1日からの消費税率増税ということで

おそらく各担当者は現在ものすごい追い込み

をされているところだと思います。輸送手段と

してトラックの取り合いという話も聞いていま

すが、そのような状況の中で顧みると中国はま

だまだ不透明感ありきな臭いことも起こってお

りますし、ウクライナ問題発生と世の中は落ち

着かない状況です。顧客自身は国内に母体が

あって海外に拠点があってということで、まさ

に国内外一体となってものすごいスピード感を

もってグローバルに展開しています。

 要は顧客が海外国内分け隔てなく一枚岩で

やっている一方で、我々としてもそのように国

内外連結一体体制で取組んで行かなければな

らないが、そのような市場環境に適合する人

材がなかなかおらず各社人繰りに苦しんでお

られると思います。

 景況感、海外への展開の対応も含めて2013

年度を振り返ってどのような感じで次年度にど

うつないで行かれるのか、お聞かせ願えればと

思います。

A:

 当初は非常に良い雰囲気で進んでいたと思い

ますが、実際には良かったのは東京を中心とし

た一部の上場企業のみではなかったかと思い

ます。親会社から仕事が沢山おりてきて設備し

なさいとか見通しがたったから設備をするとい

うことではなくて、あくまで老朽化設備の更新

に終わっておりこれから仕事がじわじわとおり

てきてそのための設備が増えてくることを期待

しています。

 ものづくり補助金活用とか消費税増税にかか

わる駆け込み受注などにより今年度の売り上

げはまずまずという見通しですが、次年度へつ

なぐ受注残がなかなか期待通り伸びず厳しい

状況です。

 来年度は消費税が8％から更に上がる予定で

もあり、設備投資促進税制など景気が下振れ

とならないように政府の設備投資に対する諸

施策が出てくるのではないかと期待していま

す。

B:

 工具関係団体の会合での報告では、愛知県は

絶好調であり岐阜県も自動車のみならず航空

機産業のメッカであり元気、三重県もボチボチ

良いと言われており、駄目なのは浜松と言って

いました。

 愛知県はまだ大手企業が残っている所があり

ますが、浜松は大手企業が相当早い段階から

海外へ進出しているので非常に厳しい状況。

当社の状況としては、今期は前期比10％位の

アップで来期もほぼ行けると思います。それで

もリーマン・ショック前にくらべるとまだ80％

位で、来期に85％位に戻すというように思って

います。ただしリーマン・ショック以前に比べて

海外対応ということで30人ほど社員が増えて

いますし、これまでの仕事の進め方と全然違っ

ており、その部分では苦労しているというか悩

みどころです。

 2014 年度の中部については消費税増税に

よって一度下がるかも知れませんがそれ以降

は元気と思います。

C:

 この浜松地区では海外に出るところはみんな

出てしまって、出ていないのは国内で好調な限

られた業種か、又は出る力がない所です。手を

こまねいていては失速してしまいますので、海

外について行っていますので現在丁度国内と

海外が人的に半々となっています。

 売上では海外が6割を超えてきています。これ

から国内が活性化していくことを期待している

のですが、簡単にはいかないと思います。

 ベトナム、インド、メキシコなど新しいエリアが

どんどん広がってきますので、果たして我々が

ついて行けるのかというのが実情で並大抵の

ことではないと思っています。そうは言っても

私達は国内の商社ですから基軸を国内に置い

ていますし、そういう意味で新しい産業の創出

の部分は日工販としても大切にして行かねば

ならないと思います。

D:

 現状では国内で言いますと特定の地区が非常

に良くなってきています。Ｈ社とＦ社が好調に

推移している北関東、中部、そしてＭ社が良く

なったことで広島が非常に良い。

 関西はずっと悪かったのですがここ2カ月あま

り受注が伸びてきています。

 その反面、関東はなかなか伸びていかない。

一方海外を見ていきますとＨ社がタイのプロ

ジェクトを半年延期するということでティア1、

2向けの商談が長引くという状況。タイの自動

車産業の下請けとしてフィリピンで仕事が結

構出ており、フィリピンは好調に推移してきた

のですが、やや同じような影響が出てきていま

す。Ｈ社がインドに第4工場を建設することに

なって、漸くグジャラートに決まったということ

で、これから商談の話が進むと思います。

 あと当社ではインドネシアとメキシコが順調に

推移しています。全般的には昨年10月以降受

注が非常に伸びたということが今の売上増に

なってきています。この3月は通常月の約3倍

の出荷をしなくてはいけない状況です。そして

トラックが全く足りず空いているのは仏滅の日

だけで、この辺も了解をとってトラックを動かし

ていかねばならなりません。検収要員も不足し

ているようです。

 来年度は機械設備としては5．5兆円の対策は

ありますし、平成26年度の大型予算もありま

すし初期の落ち込みはありますが大崩れはし

ないと当社は見込んでいるところです。

E:

 海外をみてみますとアメリカは絶好調、タイは

前年度比15％マイナス、中国はそこそこ伸び

ています。オーストラリアにも当社拠点があり

ますが、2017年のT社が引っ越されるという

ことで今後T社の動向をウオッチしなければな

りませんが、80％以上Ｔ社関係の売上ですの

でＴ社が居なくなると当社も居なくなるといこ

とかなと思われます。メキシコとインドネシア

は当社の拠点設立間もないので現段階では黒

字化が精一杯というところです。

 欧州ではチェコに2か所拠点がありますが、悪
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調査広報委員会

日　時： 2月3日（月）　12：30～14：15

場　所： 機械工具会館　5階

出席者： 委員長　副委員長（代理）、委員6名、

　　　　事務局2名

委員長挨拶：

 国内景気回復についても政府をあげてバック

アップしているという感じがあり、景気回復へ

の気運は高まっております。

 今年は良い年になるよう進めばと思います。

 今年は JIMTOF年でもありますし、調査広報

委員会として会員の皆様に有意義な情報発信

ができるように頑張りたいと思います。

議　事：

（1）平成25年度収支予想について

①調査広報委員会収支：

 大口支出は、日工販ニュース2 月号発行を残

すのみで予算内に収まる予定。

②インターネット関連収支：

 概ね予算通りに動いている。

（2）平成26年度事業計画について

①日工販ニュースについて：

 1. 表紙カラーは、景気回復に向けエネルギッ

シュな赤色（赤・紅・黄色混在）に決定。

 2.平成25年度と同様、年間5回（5月、7月、

10月、1月、2月）の発行とする。

 3.台割はこれまで通りとする。

 4.広告依頼について

  公平性を考慮し、平成27年度については平

成26年上期中に1回も掲載の無い会員に

打診し、掲載予定を取り決める事とする。

②Windows XPサポート修了に伴うHP修正に

ついて：

 Windows 7となるが、「プルダウン機能の表

示がされない」、｢レイアウト崩れ｣、「閲覧時の

画面サイズの不具合」の3点が環境変化によ

る問題として確認されており修正が必要であり

費用が87千円かかる。来年度予算として確保

となる。

（3）平成26年度予算について

①調査広報委員会予算：

 日工販ニュースも年5回の発行であり、25年

度実績ベースで予定を立てることとする。

②HP委員会予算：

 XPサポート修了に伴うHP修正として、予算を

確保。

い中でも徐々に回復してきてそこそこやれるよ

うになってきています。

 いずれにしましても来期は横ばいの推移で新

規設備案件が増えた分伸びると判断していま

す。売上数字上では国内、海外が 50％です

が国内の 50％分も国内取引ということです

が向け先海外が多く、向け先から見れば海外

75％、国内25％という感じです。

F:

 売上、利益共に国内、海外半々です。自動車関

連は中規模の設備を受注しそれが納入され売

上となっており、エアコンのコンプレッサー関

係も結構受注しましたがそれはもうだいたい

終わりに近づいてきています。

 引き続き海外の日系自動車メーカー及びティ

ア1向けにそこそこ設備の見込みがあるので

海外は何とか行けそうだという見込みが立って

います。

 国内は関東が主力ですが、前より仕事が増え

て来ていることは間違いありませんし、特に

自動車、トラック、一部小さな建機のシャベル

カーなどの下請け企業が大分忙しくなってき

ています。二次、三次下請けが結構 5 軸複合

加工機を購入しています。これまではあまりな

かったことですが、今後はこうした高級機が二

次、三次下請けにも出ていくと思われます。

 関東では第三次下請けまで結構仕事が出てい

るので、投資減税やものづくり補助金を上手く

使えばかなり更新需要があるのではないかと

期待しています。

G:

 1月に入って少し潮目が変わってきたなという

のが実感です。国内の顧客が久し振りにやる気

になったところです。親会社から来ている話で

Ｎ社案件がありますが、話が大きく役目は出荷

と現地では立ち上げまでやるという現場監督

といった仕事ですが、この案件も一巡感があり

ます。

H:

 確かに1 月から引き合い件数という意味では

潮目が変わってきたなと思います。

 売上については、前期は悪かったのですが今

期はそれを超えることが出来ませんでした。た

だ受注残がすごく増えました。ということは当

社の対象となっている設備は航空機産業向け

設備とか、プレスでも冷間鍛造の納期が非常

に長いものなど今受注しても来期に入らない

ものなどそういった受注が増えましたので、一

応は安心ですが、来年度もまだまだ厳しいと思

います。

 中小企業では、補助金関係では既に補助金申

請が通ったところから聞いているのではないか

と思いますが、自分の所も申請したいという顧

客が増えています。

会長：

 みなさんのお話を聞いていますと思った以上

に海外の比率が高く、それにかかわる人も増え

てきますし手間もかかり大変ですが、相当業態

が変化していることがよく分かりました。

 2014年度をこれから迎える訳ですが、おそら

く基調としては消費税の増税はあるものの見

通しは悪くないと思われます。ただ海外とのつ

ながりをもってやって行かねばなりませんの

で、SE講座もそうですし提案営業力研修会も

そうですが、海外を意識して進めて行きたいと

思います。

 2013年度最後の理事会となりましたが、また

次年度もよろしくお願い致します。
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第103回　教育委員会

日　時： 2月12（水）　12：30～16：00

場　所： 機械工具会館　3階　第二会議室

出席者： 委員長、副委員長、委員5名、

  事務局2名

委員長、副委員長から挨拶があり、議題に入っ

た。

議　　題

1）平成25年基礎講座・SE講座・更新研修実施

報告

 受講実績、基礎講座90名（2回開催、会員外

28％）、SE 講座 115 名（会員外 18％）、更新

研修78名、（会員外13％）、永世SE手続き26

名。

2）平成25年度 SE講座、更新研修受講生アン

ケート集計結果報告

 SE講座アンケート結果：各講座とも不満足が

数％以下のレベル。満足いく結果となってい

る。

 更新研修アンケート結果：満足いく結果、特に

特別講座は不満0～1％で好評。

 全般を通し、同じ講師で不満、満足と分かれて

おり受講生のレベル・担当分野により受け止め

方が違うのが実状。

3）平成25年度「提案営業力・技術提案力向上」

研修実施結果報告

 前期 37 名、後期 41 名が参加。前期 9 月26

日・27日、後期10月31日・11月1日に実施。

 研修への評価（受講生、講師から）、研修の課

題・検討・提案事項が報告された。

4）平成25年度教育事業収支概要報告

 予算対比減は・基礎講座･SE講座･更新研修

が予定人数未達また、提案営業力向上研修が

予定人数未達となったため。

 収支は現時点で240千円のマイナス。

5）平成26年度教育事業方針について (各研修

実施要領、通信講座、カリキュラム、講師、受講

料他 )

①SE教育日程

 「基礎講座」：5月下旬～6月下旬（応募者60

名超の場合第2回目開催）（日本工業大学）

 「SE 講座」：10月9・10・11日（東京）、16・

17・18日（名古屋）、23・24・25日（大阪）

 「更新研修」：11月7・8日（東京）、14・15日

（名古屋）

②SE教育「SE講座」通信教育

 物流・マテハン・FA/CIMの講座はニーズ・受

講数も少なく廃止とする。

③SE教育「SE講座」カリキュラム

 第3日目の4限目に、「海外駐在経験者より、こ

れから海外赴任する社員への参考となりモチ

ベーションを高める講座」を新設する。　

④SE教育「SE講座」講師

 ・ 第1日目の1限目（切削機械の動向）講師職場

退任により辞退。後任はヤマザキマザック㈱顧

問の水門（みずかど）氏が推薦されている。

 ・ 第1日目の4限目（問題解決法と提案営業）講

師体調不良のため辞退。後任は元日工販会長

（元双日マシナリー㈱会長）の長久保氏の案

が出され了承となる。

⑤SE教育受講料

 現行通りで変更なし。

6）平成26年度各講座受講生数について

①基礎講座：100名の受講生を見込む。

②SE講座：130名の受講生を見込む。

③更新研修： 80名の受講生を見込む。

④永世SE手続：大きなインパクトなく状況を見

て反映。

7）提案営業力及び技術提案力向上研修会

①一般財団法人日本立地センター立地総合研究

所より、自動車産業に特化しないで次世代産業

を含めた「2014年度海外市場動向を踏まえた

次世代産業（自動車、ロボット、航空機、医療機

器関連）への提案営業力＆技術提案力向上研

修プログラムの案」の提案があった。

 →1日単位で受講生が違っても良いよう検討

依頼した。

 3月5日の理事会で審議。

②SE講座に対し、受講対象者、研修会の目指す

ことを明確に色分けする必要がありと討議さ

れた。→認識してカリキュラムを考慮とする。

8）その他

 一般財団法人日本立地センター立地総合研究

所より、製造ライン全体の立上げをスーパーバ

イズできる「人材の育成」と「認定マイスター」

制度に関する提案があった。

　→エンジニアリング会社の範疇と思われ、保留

となる。

日　時： 2月7日（金）　14：00～17：30

会　場： 機械工具会館　6階ホール

出席者： 正会員49名、賛助会員メーカー23名、 

 賛助会員リース3名、講師他3名

　角田委員長から挨拶があり、研修会開催とな

りました。講座も充実した内容で非常に好評でし

た。

東部地区中堅・若手研修会

　ご協力をいただきました関係各位には厚くお

礼申し上げます。

　第二部の交流会は、女性社員の参加も多く、大

変盛況でありました。

第一部：研修会　14：00～17：30

※ 講座内容等は次ページに掲載。
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講座名 講　師

① 14：00 ～ 15：00
真の付加価値を生み出すロボット
エンジニアリングの最新動向

丸紅マシンツールズ㈱
副社長執行役員
角田　勉　氏

休憩 15：00 ～ 15：15

② 15：15 ～ 16：15 商社マンの 40 年を振り返って
前双日マシナリー㈱会長
前日工販会長
長久保　敏　氏

休憩 16：15 ～ 16：30

③ 16：30 ～ 17：30
メキシコ経済の最新事情と
日系企業の進出動向

日本貿易振興機構（JETRO）
海外調査部中南米課　課長代理
中畑　貴雄　氏

第二部： 交流会　17：45～20：00

出席者： 正会員33名、賛助会員メーカー21名、

　 賛助会員リース3名

東部地区	情報交換会

出すところまでのアプリケーションを求めてい

るお客さんが多くなっている。工作機械以外の

引き合いが増えてきている。

○上半期は苦戦。ものづくり補助金で入れようと

いうお客さんが増え今年に流れている状況。

今年は10％程度良くなるのではと思う。下期

の受注は医療、車、航空機に絞られる。機械は

5軸加工機・複合旋盤が以前に比べると受注が

増えている。

○上期は計画未達、下期は何とか回復傾向。西

高東低が続いている。下期は2月以降動きが

出て、プレス、レーザー関係、自動車、トラック、

復興需要の住宅関連を中心に仕事が増えてい

る。半導体、建機、金型関係も若干動きが出て

きたと見ている。また海外向けの仕事も多い。

設備投資は今までは老朽化した機械の入れ替

えが多かったが、ここにきて増産用の設備の話

も多少出てきている。機械の内容は大型機と

かエコ型マシニングセンタが若干増えてきた

と感じている。助成金・設備投資減税に興味の

あるユーザーが多く設備意欲をあおっていき

たい。海外は、タイは好調、ベトナム・中国は回

復基調、インドネシアは横ばい。今年は景況感

も良く良い年になると期待している。

○工具の卸がメイン。工作機械は売上の5％、周

辺機器が95％を占める。上期は前年比を下

回ったが下期はものづくり補助金の関連もあ

り周辺機器の受注が少しずつ増えている。殆

どが国内のユーザー、昨年の 12月位から10

～15％位増えており良い傾向となっている。

来期も設備投資減税等もあり期待したい。

○売上の9割は自動車関連、決算は全社では達

成と思われる。13年度の上期はお客様がこれ

から本当に設備をして良いのかとの雰囲気が

あり、計画されていたものが延期になる場面も

あった。売れているものを調べると航空機関連

の部品製造関係、溶接等にかかわる特殊専用

機、ファイバーレーザを中心とするレーザー発

信機が比較的伸びている。また大型の研削盤

受注も中部地区でいただき来年納入予定。来

期予算は全体では20％位アップを考えている

が東日本は今年と同程度を想定。最近の動向

として新興企業による新規参入型の工作機械

の購入が増えている。海外はインドネシア、メ

キシコ等への出荷が多いが、工作機械というよ

りも組立装置等が多くなっている。

○担当は関東で従来は光学関係とか精密関係を

中心に販売してきたが光学関係がスマホにお

され設備投資が伸びなく厳しい状況。最近は

車関係に営業を切り替え受注が増えているが

インドネシア、タイで殆ど海外の状況。国内の

ユーザーについては機械の更新を前向きに検

討されているところもあり対応していきたい。

○金型、板金関係が主。13年度上期は成約残が

なく苦しい。東北は助成金が取れるのに関東は

取れないということがあったが、9月頃から助

成金が取れるようになり消耗部品もかなり回復

している。忙しいお客さんも多いが設備を買う

にしても後継者の問題等で躊躇されていると

ころもある。来期も助成金を狙うことで引き合

い等が増えてくると思われる。

○自動車の関係を主に取り扱い、東京、大阪、名

古屋を拠点に7か所。上期は厳しい状態、下期

は上向きになり通期は予算通りと思われる。

　2極化が進んでおり従来仕事が取れていたと

ころが減少傾向にあり、海外に拠点を持ったと

ころに仕事が流れる状況になりつつあり受注

も増えている。海外が42％あとは国内。来期

の成約は厳しいとみているが、車関係の投資

が続いておりそれに引っ張られるような状況と

思う。

○工具の卸が100％。東日本のみで名古屋から

西はない。秋位から10％～15％位の比で上

がっている。東海道では20％位アップの目標

で進んでいるところもある。北関東の群馬県

は良いが栃木県は伸びがない状況。千葉県は

日　時： 2月25日

場　所： 機械工具会館6階ホール

出席者： 正会員15社19名、

  メーカー賛助会員10社15名、

  リース賛助会員3社5名、

  計28社39名

　角田委員長より挨拶があり、情報交換会がス

タートしました。最近の市場動向そして今後の見

通しについて、各社ご発言要旨をご紹介します。

＜正会員＞

○12年度より若干受注が下回っている。前期を

上回る予算だが何とか達成の動き。受注は名

古屋が好調、次が大阪、関東は低調。関東の自

動車関係は厳しかった。中部は13年後半から

輸出関連、国内ともに大型案件が詰まってい

る。関西は航空機関係と西日本の自動車メー

カーの受注が多かった。西高東低の状況。機種

的にはマシニングセンタが多いが例年に比べ

て多いのがハイエンドな研削盤だった。14年

度は10％アップの予算の予定。

○決算は昨年並み。東部が比較的数字が上がっ

ている。金型が中心で家電関係が厳しい。金型

の中国移管が進んでおり国内の売り上げが立

たない。自動車関係は良く特にプレス金型は忙

しい状況。関西地区は電子部品、特にスマホ関

係の大手ユーザーの調子が良い。九州地区の

金型は半導体関係が多く苦戦の状況。

○金型よりプレス・射出成形機等、ものを作って
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オリンピックが決まった関係からインフラの関

係から仕事が入っている気がする。良くない地

域は長野県がパッとしない。

○100％卸、4～6月は非常に厳しく、7～9月は

多少まし、10～12月は良かった。1月以降は足

踏み状態。ユーザー層は中小企業が多く、昨

年はものづくり補助金で随分時間がかかった。

またそのサイクルに入ってきたかなと危惧はし

ている。予算的には100％強。西高東低の形

で西が良い。鉄骨系とか板金系の引き合いが

増えてきている。今までなかったものがドサッ

と出ている感じがしている。

○機械部門業績について今期は10％位の増収。

受注ベースは夏頃から挽回。中堅企業が多く

秋以降は超零細のユーザさんからの受注も目

立った。特色として3月は注残が随分重なり、

雪で2月の納入がずれ込み3月に相当数の納

入が見込まれる。投資減税等で引き合いは活

発であるが昨年と同じように結論の先延ばしも

見えてきている。中部、広島の自動車は非常に

活発、関西地区は弱電精密・建設機械の一部

が低迷していたが多少浮上してきた。東部地

区の北関東地区はH 社、F 社をはじめ車関連

の部品生産が少し動き始めた。長野地区も多

少動き出した。また鍛圧板金メーカーさんが

久々に息を吹き返して受注が好調で恩恵にあ

ずかっている。

○売上は機械が7割強、工具が3割弱。8割以上

が車関係で、大きなプロジェクトがあると受注

が伸び半年遅れて売上が上がり山谷は多い状

況。最近は機械納期が長くなっており多少受注

に支障が見えてきているところもある。大きな

お客さんの状況ではＴ社は今年 3月までで年

間57万台作るという予想が出ているがピーク

が60万台、来年が47万台で赤黒境目が50万

台ということで赤になる見込みと思われる。Ｆ

社は2016年には102万台強を生産とのこと

で設備も大きく伸びる。H社はトランスミッショ

ン増やすとのことで2013年に対し2020年で

は200万台の増とのことだが国内は2013年

に比べ50万台減らし、中国、北米、ASEANで

増やしていくことがいわれている。

○粗利ベースで新品が2割、中古が8割となって

いる。中古機械については新しい機械を入れ

るための引き取りがあり倉庫の手当てに苦慮

している。中古機械の7～8割は海外となって

おり今後もそういった状況は続くと思われる。

○昨年4月頃から注残が増え、7～9月がピーク

の状況。10～12月は良いが1月は少し低調、

2月はひと段落という雰囲気。ものづくり助成

金で昨年は円高、エネルギーの関係の採択を

とり50億近くの採択を受けた。大型案件で注

文までの時間はかかったが第3四半期に数字

的に上がる印象を持っている。また納期が3月

に集中し3月が各月の倍位の売り上げで推移、

計画は守れる見込み。

＜メーカー賛助会員＞

○海外比率が非常に高く8 割強が海外、国内 2

割弱。上半期は100％達成で下半期は120％

～150％。西高東低で東日本販売部が悪いが

120％の達成、西の方はもっと高い。今期はど

の市場もノルマ通り。来期は 3 割アップを想

定。東日本販売部は群馬の車関係が牽引して

いる。千葉はオリンピックのインフラ整備関連

で板金機械も売れている。消費税の駆け込み

効果をねらい10月以降スタートダッシュを図

り1月以降も落ちていない状況。引き合いも2

月は堅調に出ている。良い形で全社的に終わ

る予定。

○国内が65％、国内は3軸が影をひそめ5軸ば

かり。特に金型でも大きな分野を占めるプラ型

はほぼ絶滅に近い状態にある。お話があるの

は透明素材を扱われるお客様での金型加工。

5軸はプラスチック成型ではあまり多くなく、よ

り硬いものの鍛造、プレス分野に特化し5軸の

引き合いがかなり多い。5軸に絡んで航空機が

特需という位採用をいただいた。数字も何とか

まとまる予定。

○北関東は群馬県の引き合いが多い。群馬県は

中小でも力のあるところが多く順調に増えて

いる。プレス、鍛造関係で5軸が多い、航空機

も787などまだまだ設備が不足している感が

あり期待できると思っている。

○工具の研削盤を製造販売。受注状況はこの1

年を見ると3ヵ月位のスパンで好不況を繰り返

している。結果として上期と下期を比較すると

受注で126％、売上113％の状況。通期では

目標達成の目途がついた。売れている業種は

中堅の工具メーカーで中身は自動車の関係。

即納とか短納期で発注がきており今期売上げ

も何とか確保。地域でいうと中部が断トツで車

関係、西部と東部は全くダメでまだら模様。来

期は受注売上とも10％アップの目標を掲げて

いる。

○全体は海外が中心、スマホ関係が好調で引き

合いもかなり出ている。ローカル系の携帯電

話メーカーからかなりの引き合いが出ている。

引き合い自体は中国を中心に非常に良い。国

内の状況を見ると、上期に比較し下期は20％

～30％の受注増になると思う。内訳は自動車

関係がかなり動き、地区的にみると名古屋地

区、大阪以西・関東は名古屋ほどではないが自

動車関係のティア2、ティア3関係で引き合が

ある状況。国内はしばらくそうした状況が続く

のではと見ている。

○ツーリング、NCテーブル、刃物ではリーマを

扱っている。リーマに関してはリーマンショック

後80％まで戻ってきている。ツーリングはだい

ぶ下回っている。NCテーブルについては順調

に受注をいただいている。2年前はスマホ関係

で中国でかなり注文をいただいたが昨年はゼ

ロ、今年は数字が上がると思っている。上期か

ら比べると20％位上がってきている。地域的

には中部は絶好調、西部は少し厳しい、東部は

厳しく▲5％の状況。来期はそこそこ行けるの

ではないかと思っている。

○関東が良く続いて中部、西部は苦戦。昨年は

KH 社をはじめ建機が非常に良く複合機が多

かった。建機がなくなったのが西日本では大き

い。東日本、中部は自動車メーカーへの納入

機械が極めて増えている。完成車メーカ－8社

は複合機で工程を短縮していきたい模様、そ

して海外に工場を立ち上げていくような状況。

ここにきてリーマンショックを超える位の受注

が入ってきている。期前半は海外5.5割、国内

4.5 割で頑張ってきたが海外が非常に調子良

く前半でかなりの注文が入っている状況。東日

本のトラックメーカーを中心にかなりの受注が

入っている。北関東は大手を中心に営業展開

を行っている。前期に比べ国内は47％アップ

で推移。来期目標は20％アップ。

○見通しは昨年と同じ位。知名度を上げるとい

うことでメカトロテックに初めて出展、今年の

JIMTOFにも初めて出展する。工作機械でも

特殊的なもの専用機的なものを取り扱ってい

る。引き合いも少しずつ増えている。独自で開

発した大型のロータリー研削盤の受注も徐々

に増えている。自動車に携わっている部品は非

常に少なく、ハイブリッドに使う磁石関係で切

断機があり、各自動車メーカーも力を入れてお

り引き合いは増えている。

○8割以上が繊維機械、繊維機械は非常に好不

況が大きく工作機械に力を入れるとのことでプ

レッシャーがかかっている。11月が決算。13年

度上期は中国の受注が急激に落ちた影響を受

け低迷、下期に入り上昇基調にある。今期は昨

年12月からスタートしているが、まだら模様。

東部地区は横ばいから低迷。西部・中部地区は

堅調で引き合いも上昇しておりこれからを期

待。また北陸地区も非常に調子が良い。海外

については北米地区が好調。中南米はメキシ
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コ、ブラジルは自動車関係を中心に案件が増

えてきている。アジアは中国・韓国が少し戻っ

てきている。インドは自動車投資が盛んで頑

張っていきたい。

○ツーリングメーカーで工作機械の受注ととも

に売り上げが動いている状況。仙台、長野、北

関東、南関東を担当、仙台は一番注文が上がっ

ている、長野は厳しい。北関東は車の関係があ

るので良い状況、南関東は少し苦戦している。

千葉、茨木、埼玉はそれなりに頑張っている。

昔だとここもあそこもという位に注文があった

が、現在の注文は限られたユーザーで設備投

資による注文がある状況。勝ち組という言葉が

あるがひしひしと感じている。

○国内予算は東部、中部、西部で達成できる雰

囲気。1～3月に納入が集中している。市況的

には金型のお客さんが6～7 割。動いている

業界としてはプレス金型で大型のプレス及び

精密の順送金型、鍛造、コネクタ関連。スマホ

関係が一部落ち込んだが中国のローカルメー

カー、韓国メーカーのスマホ関係のコネクタ、

またコネクタに圧延するためのメーカーが忙

しい状況。地域的には東北はほぼ堅調、北関

東は非常に活況で好調、厳しいのは神奈川、

長野、九州地区で電子関係が苦戦。中部は好

調で自動車関連の冷間鍛造を中心としたメー

カーの更新需要があり特に形彫り放電加工機

は今期非常に更新需要があった。中国、タイに

ついては今年度非常に静か、タイは今後を期

待。東南アジアは中国からの仕事も流れており

期待している。車関系はメキシコという話が多

く特に中部関連のメーカーの動きは非常に活

発。

＜賛助会員リース＞

○上期は苦戦。10～12月が多少上がり始め、産

業競争力強化法等により見積もり依頼もかな

り増えてきている。消費税の駆け込み需要は

当初想定より多く3月に重なっており、リース

の場合は引き渡しベースとなるのでもれなく

対応していきたい。リース業界全体の数字は

ピーク時8.3兆円のマーケットがあったが、直

近は4.9 兆円で大幅に落ちている。全体的に

は底打ち感があり徐々に上がっている状況、工

作機械は自動車関連部品・航空機部品がかな

り好調。建設機械の大型関係は苦戦している

が中小建設機械部品関連はかなり回復してい

るのが実感。

○上期～11月は相当ビハインドしていたが、昨

年暮れから設備投資が活発になってきた。ユー

ザー層は自動車部品のティア2、ティア3の関

係で少し遅れ活発化している。従来中心の弱

電家電等は苦戦。エリア的には三河地区、広

島、北関東が中心。最近顕著なのが九州と東

北でティア1の方が現地調達化を始め引き合

いが出ている。補助金についはリース業界に

とってアゲインストの風で今期は需要が苦戦し

た。マクロ経済が良いのか倒産はあまり発生し

ていない。唯一後継者がいないとか受注がゼ

ロで負債がないような廃業が目立つ。

○製造業は低調が続いている。非製造・サービス

業・通信業は非常に好調。建設機械・産業用車

両は11 月頃から活発になり比較的好調に推

移。来年に向けものづくり補助金、産業競争力

強化法の各施策が動いてくるが、その中で金

型中心に営んでいるお客様が部品加工にチェ

ンジとのことで機械導入のお手伝いを考えて

いる。補助金についてはリースとのマッチング

が難しく、応募にもれたお客さんの投資意欲を

高めるための事前策としてリース割賦のご利

用をお進めしたい。また今後の景気安定を見

込み与信枠を引き上げ幅広に取り組みたい。

中部地区	正副会員懇談会

日　時： 3月12日

場　所： ㈱井高 本社5階会議室

出席者： 正会員14社17名

◆髙田委員長より挨拶と報告

 日頃の活動へのご協力に対しての御礼に続

き、日工会発表の受注数字から1 兆 3 千億が

現実味を帯びてきたことが述べられ、機械工具

／中部ブロック懇談会においては、愛知・岐阜・

三重は何とか好調、しかし浜松地区は空洞化に

依り厳しい状況との報告があった。

 また、昨年の全機工連／全国大会に続き開催

された100周年となる大阪大会での課題につ

いて、ネット販売台頭の中にあって機械工具販

売商社は生き残り出来るか？との討論がされ、

大変厳しくなると見られており、10年後の生き

残りは50％、更にその50％は仕事のやり方も

変える必要が有るとの結論付けられた報告が

ありました。

◆懇談会各社ご発言要旨（テーマ：現在のビジネ

ス環境における販売の現況と展望）

 各社の業況推移は、2013年末にかけて好調に

上昇推移するも、年明けには減速した状況が

大勢を占め来期に対しては不安視と期待感、

各社それぞれの見通し報告がありました。

 期待されている航空機産業関連も量産段階に

入れば、それなりの期待感もあるものの、限ら

れたユーザーでの成功例など限定的なものと

なっている模様。又、補助金絡みでは幾つか若

干の動きは報告されたものの、審査絡みであ

ることから、これも比較的限定的の様子。

 リーマン・ショック前に対する戻り度合いは

60％～100％で、地域、ユーザー層の違いな

どもあって、各社に若干の違いが見られるもの

の、80％位が一番多く報告された。

 また、その中では対前年で減収・減益も幾つか

報告されていた。

 毎回、当然のことながら、グローバル化への対

応、進捗状況が多々報告され、人材の起用と育

成が各社から課題として報告されました。海外

対応の前提としてはいずれも国内の地盤が確

立していることを挙げられ、海外要員へ如何に

して力量を持たせるか！？で苦慮されています。

また、国内要員であっても海外経験を積むべ

く積極的に派遣するとの報告もありました。更

に、今や海外への対応は国内同様にごく当たり

前の事と捉え、国内外問わず同様の取り組み

が出来るように！との指針が出ていることの報

告もありました。

　TNGA（トヨタ・ニュー・グローバル・アーキテ

クチャー）にユーザー・メーカーが真剣に取り

組まれている。

 商品力と原価低減に向けて物流・生産システム

などが大きく変わろうとしている。

 我々もしっかり勉強しなくてはならないとの報

告がありました。

 各社報告の後、SE教育他、各社毎の教育に関

する対応状況、英会話教育及び海外対応の課

題、工具業界の業況推移などについて、意見交

換がされました。

◆山下理事からSE教育への参加要請と

締めくくり

 SE教育にはリース賛助会員各位からも熱心な

参加があり、正会員各位には是非ご参加願い

たい。
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 委員会席上では海外要員向けの講座が無いこ

とから強化の要望あり。又、日工販のトップマ

ネージャー各位に依る経験談などを組み込ん

で欲しいとの意見もあった。

 教育とは幾多の困難と経験を乗り越えて来た

先輩の姿を見て勉強し且つ、座学ではなく実

践で鍛えるべきものと考えられると述べられ、

懇談会が締めくくられました。

日　時： 3月12日

会　場： 大阪弥生会館　2階“三笠・伊吹の間”

参加者： 正会員22名、

  メーカー賛助会員19名、

  リース賛助会員8名

　赤澤委員長より挨拶と報告事項が述べられ、

現況報告と見通しについて、情報交換がされまし

た。各社ご発言要旨をご紹介します。

＜正会員＞

○13年度において前半はものづくり助成金採択

のため受注の先送りが目立ち厳しいが、後半に

なりものづくり助成金の採択が各社におりはじ

めた事と中小企業の投資が動き出し、最終的

な年度目標は達成。

 内容的にはリーマン後、先を見越した中古機の

蓄えが国内販売に大きく貢献、新規設備につ

いては、USERの海外展開に販売が好調。売れ

筋としては板金加工系の特にプレス機が多く、

ワイヤー放電加工機も過去との比率から貢

献。

○13年度受注は10～12月が非常に好調。

 ものづくり助成金の採択結果が大きく影響。そ

の影響で1月が落ち込み、2月からは14年度

の助成金がスタートし、その影響が大きく、前

年比で2割ほどの落ち込み。

 売上は、10～12 月の受注好調の影響および

消費税等もあり好調。

 地域的傾向としては、関東が良く九州も盛り

返してきている。また、海外はメキシコ・ベトナ

ム・タイが好調で海外向けの下支えは大きい。

13年度総評としては良い結果であった。ただ

し、14年度のスタートが13年度末の助成金お

よび消費税等々の影響により落ち込みが予想

され不安要素が残る状況。

○ 13 年度上期はものづくり助成金の採択待ち

も大きく影響し苦戦を強いられたが、11月・12

月はものづくり助成金の採択等にて受注好調。

 特に11月の展示会においては放電加工機が

31台の受注があるなど大きく貢献。

 2 月以降は 14 年度のものづくり助成金がス

タートし受注が落ち込み気味である。　

○13年度受注において上期はものづくり助成金

の採択待ちが影響し低迷状況が続いた。

 10月から3月は14年度のものづくり助成金が

スタートするが、海外向けおよび自動車がらみ

の大型案件等もあり好調。

 ただし、4月から受注の落ち込みがものづくり

助成金及び消費税UP後の影響を含め不安材

料が多く想定される。

 13年度の総体評価は良い。

○ 13 年度上期はものづくり助成金採択待ちの

影響が大きく苦戦を強いられていたが、8月位

から円高省エネ対応策等の効果もあり受注が

上向き始める。

西部地区	会員懇談会

 3月半ばに入ったがまだ駆け込みがある。受注

は目標値の120％達成で好結果であるが、各

商売の競合が多く利益が少ない。

 14年度はものづくり助成金および生産促進税

制等の期待感が大きいが、4～6月においては

落ち込みが想定される。

 13 年度の中で終始安定受注が出た機種は、

レーザーおよび鍛圧関連の機種。

 海外は、タイ向けが好調であった。

○13年度は上期・下期一貫して安定した受注が

見込め、非常に好調な状況であった。

 その内訳としては、ME社等の特に海外案件、

およびMH社の航空機からフォークリフトまで

の各いろいろな生産機等が大きく影響。

 その対応の年と言える状況であった。

○13年度総体評価は好調な年であった。その内

訳は、やはり、上期はものづくり助成の採択待

ちで非常に厳しかったが、一社の大型受注で乗

り切れた。

 下期はやはり、ものづくり助成金の採択結果に

て受注が好調。上期の落ち込みを吸収できる

結果となった。

 14年度の課題として既存有力USERがあるた

めここまでその流れを組んできたが、今後の

展開として新規開拓の必要性が急務になって

おり、その取り組みを始める。

○ 13 年度受注は4～8月は、ものづくり助成金

等々の採択待ちの影響が大きく落ち込む。

 9月から大型機の受注が好調になり受注が上

向く。10月からものづくり助成金の採択結果

の影響で受注好調。12月から2月は徐々に落

ち込む。総評としては良い。西高東低型状況。

 西の大きな要因は自動車・エネルギー・航空

機の部品が好調、金型はまだまだ悪い。取組と

しては、ものづくり助成金及び生産促進税制

の説明会を開いたがUSERの関心が非常に高

く、会場が入れないほどの盛況であった。

 また海外の強化でベトナム・インドネシアを法

人化、タイ・メキシコを強化。

○13年度の総評としては目標に対して140％の

達成で良い結果となった。

 西日本の拠点別にみると、九州曇り、四国曇

天、広島快晴、関西曇りのち晴れ、やはり上期

においては苦戦。下期9～11月と好調。結果3

月の売り上げが下期の売り上げの4割を占め

過去 10 年の統計を見ても最高額の売り上げ

ができた。ただし14年度前半は非常に不安で

ある。

○ 13 年度は多分に漏れず、下期の結果が好調

で、売り上げは下期の 4 割が3月。10月以降

中小零細企業の資金周りが行政期の回復に

よって少しずつ良くなっているのでは？。

 この状態で行けば、最終的に14年度もものづ

くり助成金などを含め、結果的には何とかそれ

なりの着地点に降りられるのではという感じが

する。

○当社の期末が7月であったため先期において

は非常に厳しい状況であったが、今期（13 年

度）は非常に好調で特に3月度がピークになっ

ている。

 USERとしては先期および今期も J社・D社の

好調に助けられており、今期は更に200～300

名規模の産業機器メーカーを狙っていきたい。

○13年度は3月見込みも含め目標達成。内容的

には、やはり上期が厳しく下期に伸びが出る。

 売り上げは当初12年度の落ち込みが響き厳し

い状況であった。

 特に受注は11月～2月の達成率は130％で、

14 年度においては今期の受注残があるので

強気で攻めに出る。

○13年度はとにかくものづくり助成金に振り回

された。ただし、最終的にはリーマンショック後

初めての全事業部目標達成で終わる事が出来

た。来年も期待値が持てる状況もある。
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○13年度の総評は良く目標達成。ただし、もの

づくり助成金に左右された。

 新機についてはUSERの設備更新が多く中古

機は東部地区で販売好調。

＜メーカー賛助会員＞

○13年度締めは12月末で最終的に黒字。内容

的にはシステムメーカーのためOS の終了関

連に絡み旧システムの対応終了も関係し入れ

替えが多く、また、ものづくり助成金も追い風

になったのが大きく影響。

 地域的には中部地区が好調で150％の達成。

関西地区は依然厳しい。

 すでに14年度に入っているが、やはり現状も

中部地区は好調。関西地区は1月、2月と厳し

く、3 月に動きが出始めている。ここへきて3

月のOSの終了に応じPCの入れ替えが急務で

あるが納期が間に合わないという問題が大き

い。

○13年度総評としては良い。上期は苦戦。下期

は好調。ものづくり助成金の影響は大。内訳と

しては、金型関連で自動車関連以外は非常に

厳しい。

 京都は半導体関連、富山は車関連、兵庫は航

空機関連でKH社・MH社、広島は、M社関連

が上向き。ただし、M社関連は13年度で海外

がらみの投資は一段落の感じで14年は大きな

動きはなさそうでは？。九州は半導体関連特に

自動機関連の部品加工等が上向き。14年度は

航空機を含む五軸機で攻めたい。

○チャックメインのメーカーであるが、12 年度

13年度とほぼ同等で総評としては良い。

 海外関連は中国の落ち込みが大きく影響。傾

向としては従来ロータリーテーブルにおいては

φ200サイズが良く出ていたが、本年度は車

関連の動きからかφ400クラスが好調。

 リーマー等の刃具関連は代理店在庫での在庫

ケースもあり安定。

 14年度は13年度の流れで4月・5月はいい流

れで行けそうであるが、その後については現状

読めない。

○ホーニングメーカーであるが、12年度は非常

に苦戦したが、13年度は8～12月が好調。

 海外は中国が落ち込む。日本製を避ける傾向。

ただし1月から環境の対応等があり日本製の

受注が少し戻りつつある。国内を地域的にみる

と中部は全体的に好調、西部はM 社がらみ、

東部は10月頃は総体的に悪かったが11月か

ら戻り始めている。

○13年度受注は上期、苦戦。下期においては12

月までは上向き1月2月と落ち込む。3月は出

荷が通常の3倍に対し工場の改築で生産力が

100％でなく生産に苦戦。

 14 年 8 月に新工場が完成、生産の挽回を狙

う。市況は中部、兵庫が好調。全体的にやはり

自動車絡みである。T社はハイブリットで伸び

てきたが世界はターボチャージャーが主流に。

T社もこれに乗る方向。この流れに乗れるよう

攻めたい。

○ 13 年度は良い。特に下期は自動車の金型が

戻ってきている。航空機も好調、受注では横型

の大型MC機が好調。大手USERがとにかく

動いている。

 14年度は JIMTOFに向け新機種を仕込んで

いる。これは、ものづくり助成金・生産促進税

制の影響を見込んでいる。

○13年度は良い。やはり下期の動きが顕著であ

る。九州は自動車の動きが影響大で好調。広

島はM社、I社が動き絶好調。岡山・四国は不

調。関西は明石が更新関連とKH社の航空機

等もあり横ばい。京滋は苦戦、14年度前半は

中小企業の設備意欲はまだまだ低いと思われ

る。何とか更新を含め攻めていきたい。

○13年度は良くも悪くもものづくり助成金に振

り回された。総評は良い。3月は通常の2倍の

出荷。

 14年度はものづくり助成金の影響を期待して

いるが、最終の発注時期のかなりのズレが心

配。前半は苦戦では？。

 生産促進税制において汎用旋盤以外は対象に

なると思われるので期待。

○13年度は上期苦戦・下期ものづくり助成金で

上向きであるが、関西はあまり結果が出なかっ

た。中部・関東は好調。研削盤メーカーとして

は統計でＭＣ機の半年後ぐらいでの動きが出

るので期待。14年度は、まず、インターモール

ド2014で丸モノ中心に円筒機を出し自動車

関連を意識した展示で攻めていきたい。

○ 13 年度は上期苦戦、下期は好調。ものづく

り助成金の影響大。地域的には東部好調、中

部・西部不調。東部はトラック・車（特にN社関

連）、中部は車（H社・T社）、西部は車（M社）、

ここにきて、中小企業の動きが出てきている。

やはり全体的に自動車関連の動きの影響が

大。3月は出荷関連で工場はパンク状況。

 14年度は、頭にスマホ関連の液晶パネルで大

型受注。

＜リース賛助会員＞

○ 13 年度はものづくり助成の影響が大きく苦

戦。リース会社としてはものづくり助成金絡む

ことがむつかしく影響が出ない。上期はエコ

リースにてフォロー、特に九州・東北で動きが

あった。

 下期は1月2月が苦戦。今期感じたことは関西

の動きは悪くなかったが、エコリースの使用が

少ないように思われる。

○ものづくり助成金の影響が大きく苦戦。上期

苦戦、下期好調の流れは同じ。国内もしかりだ

が、海外でのアジアネットワークを売りにしてお

りローカル企業へも対応を開始。

○ものづくり助成金の影響が大きく苦戦。上期は

大苦戦。下期は動きが出たがやはりものづくり

の助成金の動きが大きく苦戦。14年度も苦戦

が予想されるが、ものづくり助成金か生産促進

税制かで結果に大きな影響がでる。エコリース

も期待。

○13年度上期は苦戦したが円高省エネで何とか

フォローした。下期はそれなりの水位はできた

が3月に入り動きが止まった。関西は海外案件

の動きが落ちているが全体は上向きに動いて

いるように感じられる。

◎総評としては、13年度西日本としては、やはり

ものづくり助成金の影響が非常に大きく、上期

は採択待ちで苦戦し下期のその恩恵を受ける

という傾向。

 業種の流れとしては間違いなく自動車関連の

動きが影響しておりそれにかかわる内容があ

るかどうかで結果が変わっている模様である。

 全体的に上向き傾向ではあるが、まだまだ中

小企業の動きとしてはこれからというところで

国の政策に頼る影響が大きい。

 14年度もこの流れは変わらず、ただ、13年度

末までの消費税も絡んだ動きが影響し、前半

の動きを心配する傾向が強い。後半は助成金

等の結果もあり、動きは来期も後半型になるこ

とが予想される。

 13年度以上に本格的なものづくり日本の動き

が出ることを期待したい。
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議事録

　私が、この会社に入社したのは、昭和61年ですから早いもので既に29年もの年月が経過しました。

その間の時代背景と共にいろいろな事が、様変わりしたなと最近、強く感じています。一言で言えば、アナロ

グ時代からデジタル時代に変わったと言うことです。

　まず、私が、最初に営業に出た時代には、カーナビゲーションなどはなく地図を広げて目的地を調べお客

様に訪問をしていました。また、通信機器も公衆電話やポケットベルから携帯電話やスマートフォンに変わっ

ています。

　外出中にポケットベルで呼び出され公衆電話を探し電話をかける。特に雨の日等は、大変でした。電話を

かける時も、約10桁の電話番号を一つ一つ押してかけていました。その為に良くかける相手先の電話番号

は、暗記していたというか指で覚えていたものです。それが、今では、登録さえしていればボタンひとつで相

手先にかけられるようになりました。その代わりに電話番号を暗記しなくなりました。単純なことですが、同じ

ような経験をされ共感していただける方も多いのではないでしょうか。

　製造の現場においては、トランスファマシンからFMSそしてFA化と合理化、自動化等を追求するシステ

ムへと著しい変化を遂げています。さらに私が、携わる機械工具業界の受発注システムも大きく変貌をして

います。入社当時は、電話やFAXが、主流でありましたが、最近ではパソコンを利用するメールからWEBそ

して通販等、当時では考えられないようなシステムが当たり前となっています。

　話は、変わりますが、私が、営業に出たての頃、お客様へ訪問した際のことです。ユーザー様よりお客様

へ急ぎの注文が入ったのですが、お客様は、別の用事でどうしても届けられないとのことで私に届けて貰え

ないかと打診をされました。私は、「良いですよ。」と快く返事をしてユーザー様の住所と電話番号を教えて

もらい急ぎの商品を届けました。公衆電話からお客様に無事に配達完了したことを告げたところ「とても助

かった。」と感謝の言葉を頂きました。

　一日の営業を終え帰社するとそのお客様から在庫分としてそれなりの金額の注文書が、届いていました。

私は、この時に感激したと共に人の温かさを感じたことを鮮明に覚えています。この時にとった私の行動は、

非効率でイレギュラーな仕事だと自覚しますが、商売の原点である持ちつ持たれつとは、こういうことではな

いかと実感しました。

　どの現場においても無人化、合理化などを推進し効率を求めることが、必須になっているデジタル化され

た世の中を否定するつもりもありませんし時代の流れに取り残されないことも重要であると思いますので新

しいことも毛嫌いせずに取り入れたいと思います。しかし、便利になる半面、不便になることも多々あります

のでアナログの良さを忘れることなく人と人にしか出来ないことは、必ずあると信じ心と心が通じ合って成立

する対面商売を大切にしながら今後も、この業界に携わって行きたいと思います。

㈱ヤマモリ

埼玉営業所所長

熊　谷　秀　司

2014年2・3・4月の合格者18名です。

日工販SE合格者	第197回発表

日　時： 1月31（金）　14：00～15：10

会　場： 機械工具会館　6階ホール

講　師： 経済産業省製造産業局産業機械課

  課長補佐 根津正志 氏

  経済産業省製造産業局産業機械課

  生産機械一係長 中島徹 氏 

出席者： 正会員108名

　宇佐美専務理事より講師の紹介があり、経済

産業省製造産業局産業機械課より、設備投資減

税について対象設備・先端設備の要件、ものづ

くり補助金について概要・条件の説明がありまし

た。定員を超える満席の中、参加者は熱心に聴講

し、質問も数多く出まして、中身の濃い内容でし

た。

「設備投資減税・ものづくり補助金」勉強会

S

E 教 育

2014 年 2 月合格者
	 認定 No.	 会社名	 合格者名
	 14-23-2859	 ㈱共和工機	 長倉　功恭
	 14-23-2860	 ㈱共和工機	 鈴木　弘記
	 14-23-2861	 ㈱共和工機	 和田　将紀
	 14-23-2862	 三井物産マシンテック㈱	 松本　太郎
	 14-23-2863	 ㈱ヤマモリ	 豊岡　　良
	 14-23-2864	 ㈱ヤマモリ	 小島　一志
	 14-23-2865	 ㈱東		陽	 天野　　誠
	 14-23-2866	 植田機械㈱	 新野　紀久
	 14-23-2867	 DMG森精機セールスアンドサービス㈱	 渡邉　正己
	 14-23-2868	 東銀リース	㈱	 篠原　　翔
 
2014 年３月合格者
	 認定 No.	 会社名	 合格者名
	 14-23-2869	 DMG森精機セールスアンドサービス㈱	 田中　　侑
 
2014 年４月合格者
	 認定 No.	 会社名	 合格者名
	 14-22-2870	 首都圏リース㈱	 大熊　康雄
	 14-23-2871	 ㈱豊通マシナリー	 夏目　博幸
	 14-23-2872	 岡谷機販	㈱	 飯島　伸揚
	 14-23-2873	 ㈱東		陽	 昆野　秀雄
	 14-23-2874	 三菱電機	㈱	 根立　　亮
	 14-23-2875	 三菱UFJリース	㈱	 髙橋　亮人
	 14-23-2876	 昭栄産業㈱	 高野　一樹
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三栄商事㈱
小牧営業所小牧一課 課長
岩　船　史　智

　「心配事の9割は起こらない」たまに立寄る本屋の新刊コーナーで私の目をくぎ付けにしたのはこの文字
でした。あまりにもストレートな題名と、少々心配性な性格とたまに妄想癖のある私には、まさしくうってつけ
の一冊でした。さらに（購入当時）20万部突破と書かれており、私と似たような同胞が20万人もいるとい
う安心感もあり迷わず購入しました。
　著者は、禅僧でありながら大学教授であり庭園デザイナーとしても活躍しておられる桝野俊明氏。
禅僧ゆえに48の禅の教えから生き方を説く内容となっています。上から目線ではなく、こうした方が良いで
すよ、と優しい言葉で語りかけるような一冊となっています。その48の教えから私の心に残った幾つかをご
紹介させて頂きます。
　＜「莫妄想」（ばくもうそう）意味：妄想しない事＞禅では「比べない生き方」を大切にします。心を縛るも
の、心に棲みついて離れないものは、全て「妄想」を意味します。他人を羨む気持ちも、自分はダメだという
思いも、実は全て「妄想」なのです。それを生み出している正体は、「ものごとを対立的にとらえている考え
方」です。例えば「美と醜」「貧と富」「損と得」「好きと嫌い」これらを比較するうちに、他人をうらやむ気持
ちや、自分を嘆く思いが自分の頭をもたげつきてしまい、その妄想に心が振り回されている姿になってしま
います。比較する事に何の意味があるのか、また「自分」をどんな人とも比べない「絶対」の存在を、禅では
教えます。比べようのないものを比べようとするから、余計な事や、無駄なものがまとわりついてしまい、不
安、悩み、心配事を増やしてしまいます。比較する事を止めると妄想の9割が消え、心がずっと軽くなります。

「莫妄想」－この言葉は、比較なんかしないで絶対の自分を信じて生きよ、というエールが込められている
気がします。
　＜「余計な事は調べない」情報の暴飲暴食はやめる＞スマホ片手の現代人にとっては、きつい一言です。
情報を幅広く、簡単に手に入れることはいい面もあります。しかし注意したいのは「有り余る情報が判断力を
弱めている」という点です。仕事をする上で本来大切なことは、「自分が何をしたいか」という視点を持つ事
です。今は働き方や転職、就活に関する情報は依然より情報に溢れていますが、それらを集めた所で“したい
事”も“生き方”も見つける事はできません。情報過多により、心をどこに置いてよいか分からくなってしまい
ます。大切なのは情報の選択肢を絞り込み、「心の置きどころ」を定めることに力点をおくことです。定まっ
た心に問いかけて選んだ仕事は、ブレがなくなり、一生懸命になれると教えてくれています。
　著書の中では、これら以外にも、人付き合い、お金、等人生のあらゆる面について触れられています。もち
ろん読んだだけでは不安や悩みが解消されるわけでは有りません。ただ読み終えたころには心を占めてい
たものの大きさが、実はたいしたものではない事に気付かされます。
　今まで禅に触れたことは有りませんでしたが、その奥深さを感じる事ができ、少しだけですが視野が広がっ
た思いがしました。

伊藤忠マシンテクノス㈱
西日本営業部広島営業所
新　北　　勉

「まだまだ半人前」

2005 年 4 月に入社し、5 年目を迎えた 2010 年初夏、初めて転勤の打診を受け、広島に来てこ

の 8 月で丸 4 年を迎える。赴任当初はお客様に名前を覚えてもらう為に、打合せもないのに訪問し、

先輩方から受け継がれた会社のカラーを出しつつも、自分のカラーを小出ししての営業活動。たまたま

赴任した年にタイミングよく、補正予算で国内設備投資を促す制度が決定されたため、ここから怒涛の

4 年間が始まるとは当の本人も露知らず。

本体が動けば、協力企業も動くことを初めて目の当たりにした。上司が言っていた「自動車業界」

というものを初めて意識した。他社商社は？競合メーカーは？予算と納期は？・・いろんな情報を収集

して策を練った。受注も失注もしたが、この 4 年間で一つだけ気がついたことがある。それは、「私が

メーカーの機械を売っている」のではなく、「私はメーカーの機械を売らせて頂いている」ということだ。

勘違いしやすい部分だが、このキーワードは肝に銘じ命題として、これからも機械営業に携わっていこう。

さて広島に転勤してからは、取引先様の上層部の方と面会する機会もあり、経営者側の意見を直接

お伺いする機会を多く得ることが出来た。先日、ある方の講演会に出席させて頂いたが、このフレーズ

が響いた。「部下を使って半人前、上司を使って一人前」。後輩と一緒に行動すると、やはり自分目線で

話をしてしまい、無理難題を言っているようで多少煙たがられている感がある。きっと良い面ばかりで

はないだろう。そんな私の行動を見て、後輩が自分らしさを加味し行動に移す。

ある日、客先訪問を終えた後輩が嬉しそうな顔で帰ってきた。聞けば、客先担当と長い時間話すこ

とが出来たという。恐らく私に聞かれる質問を予想して、客先担当者に根掘り葉掘り聞いたのだろう。

彼から報告を受け、この案件の現状が分かった。嬉しそうな顔で報告している彼を見て、彼の成長が垣

間見えたと同時に、自分も僅かだが成長できた気がした。あとはこの案件の受注で、彼と私の更なる成

長の糧にしたい。しかしながら、部下と意思疎通が出来たとしても、まだ半人前なのだ。先は長い。

上司に、私の仕事を応援してもらわなければ、私も半人前止まりなのだ。「部下を使って半人前、上

司を使って一人前」。何とも可愛くない一言だが、誰か一人でも頷いてくれれば光栄である。ただ、こ

の言葉から私は「三方よし」をイメージした。「買い手よし」「売り手よし」では半人前ではないだろう

か？これに「世間よし」が入ってこないと私は一人前にはなれないような気がした。

今年 3 月で東日本大震災から丸 3 年を迎えた。今こそ近江商人の「三方よし」の気持ちを思い出す

時期ではないだろうか。「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」。

先ずは私自身が、今より少しだけ勇気と熱意をもった自分発の行動をとり、「世間よし」を意識すべ

きと再認識した。

「心配事の9割は起こらない」 桝野俊明 著（三笠書房）
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京華産業㈱
機械部部長
藤　元　浩　幸

私 の 軌 跡私 の 軌 跡私 の 軌 跡私 の 軌 跡

この業界に入り、工作機械に携わって 16 年目の自分が寄稿した『工作機械と私』について、時間の経

過とともに、その後の軌跡を再度寄稿させていただくお話を頂き、今回、改めて読み返してみました。

この業界でやっていけると感じ、色々なことにチャレンジし、結果も出だした頃の 9 年前の自分が書いた

『工作機械と私』、テーマは『感謝と出会い』でした。

このテーマは、今も変わっておりません。前回は、最後に、「今までに出会った方々に感謝しながら、今

後も“新たな人との出会い”、“新たな商品との出会い”を大切に、この厳しい時代に、精一杯頑張ってい

きたいと考えております」という文章で締めくくりました。

『出会い』に支えられ、今も精一杯頑張っておりますが、9 年後の今は、先の“出会い”に新たな出会

いとして、“部下たちとの出会い”が加わりました。幸い、部下たちも“感謝と出会い”という思いで、こ

の厳しい時代を共にのり越えようと頑張ってくれております。

自分が 9 年前に書いた、新たな「出会い」から経験したこと「お客様から信頼を得て、新工場の建設

から立上げまで関わらせていただいた事例」と同じように、お客様から信頼を得て、国内工場の設備につ

いてメーカー選定から導入まで、また海外工場も、新規設備及び既存設備の輸出業務から導入、立上げま

で、すべて任され、本当に身になる経験をしている部下も出てきました。

また、別の部下も、社長様に本当に信頼され、プライベートから、設備案件まで、何でもいいあえる環

境を作り上げ、さらに、同じような環境のお客様を増やしてくれております。

　自分も部長としてではなく、一人の営業担当として、新たに“九州での出会い”がありました。先輩が

何十年とお付き合いされ、我々「京華産業」を支えていただいていた大切なお客様を引き継がせていた

だきました。1ヶ月に 1 ～ 2 度しか訪問できない状況では、最初は、先輩の大変な実績とサポートで、引

き合いを頂きましたが、いつまでも続くわけがありません。自分を出せなければ、九州のお客様は離れて

いきます。当初は、距離の不便さを感じさせないよう、1ヶ月の半分は九州に出張し、「いま、九州のどこ

に住んでいるの？」と聞かれるぐらいまで出張しておりました。おかげさまで、今では、たくさんの『出会い』

を得て、信頼を頂き、多くの取引をしていただける環境ができたと思っております。

我々商社は、人との出会い、商品との出会いが無ければ、何もできません。やはり、今回も最後は、

「今まで出会った方々に感謝しながら、会社人生の最後まで“人との出会い”“商品との出会い”“部下た

ちとの出会い”を大切に、この厳しい時代に、精一杯ともに頑張っていきたいと考えております」で締め

たいと思います。

2005年・日工販ニュースVol.17 No.6より
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統計資料

工作機械・FA流通動態調査1

工作機械・FA流通動態調査2
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マシニングセンタ動向

NC旋盤動向

出所：経済産業省「生産動態集計」、財務省「貿易統計」
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統計資料統計資料

出所：METALWORKING Insiders' Report/Gardner Publicaitons, Inc.

2013年	世界の工作機械需給
■ 工作機械生産

■ 国別消費額

■ 国別輸出額

■ 国別輸入額
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統計資料

主要相手国別	輸出額構成

主要相手国別	輸入額構成

行事予定
第45回通常総会・講演会・懇親会	 …… 6月10日（火）	 第一ホテル東京
政策委員会・定例理事会	………………… 7月9日（水）	 機械工具会館
政策委員会・定例理事会	………………… 9月3日（水）	 大阪産業創造館（予定）
政策委員会・定例理事会	………………… 11月13日（木）	 安保ホール
西部地区講演会・忘年懇親会	…………… 12月3日（水）	 大阪弥生会館
中部地区講演会・忘年懇親会	…………… 12月4日（木）	 メルパルク名古屋
東部地区講演会・忘年懇親会	…………… 12月5日（金）	 KKRホテル東京
定例理事会………………………………… 平成27年1月8日(木)　	 第一ホテル東京　
賀詞交歓会………………………………… 平成27年1月8日(木)　	 第一ホテル東京

会員消息
代表者変更
　東部地区正会員 ㈱NaITO　取締役社長　坂井俊司（5月20日）
　賛助会員メーカー ㈱岡本工作機械製作所　取締役社長　石井常路
　　　　　 メルダスシステムエンジニアリング㈱　取締役社長　坂崎正一
　賛助会員リース　 近畿総合リース㈱　取締役社長　南部信昭
社名変更
　賛助会員メーカー 三菱マテリアル㈱（旧社名 三菱マテリアルツールズ㈱）

コメント（主要相手国別輸出額構成）

 ・2013年輸出額全体は2012年比81.1％の状況。輸出額200億円以上を見ると、対前年比増はメキシ

コ155.9％、インドネシア148.6％、 ドイツ127.7％となっている。対前年比減は、中国53.6％、タイ

56.6％、インド67.0％となっている。

コメント（主要相手国別輸入額構成）

 ・2013年輸入額全体は、2012年比123.2％の状況。輸入額20億円以上を見ると、殆どが増の状況。韓国

179.8％、アメリカ149.1％、ドイツ143.3％、中国123.8％、台湾122.3％、タイ115.3％となっている。

減少はスイスで85.8％。
出所：財務省貿易統計

第45回 通常総会のご案内
当協会では下記により第 45 回通常総会を開催致しますのでご案内申し上げます。

ご予定願います。

期　　日：平成 26 年 6 月 10 日（火）

会　　場：第一ホテル東京

総　　会／ 13：10 ～ 13：50

記念講演／ 14：10 ～ 15：50

　　演　題：「スポーツから学んだリスクマネジメント」　　～プロはミスをしない！～

　　講　師：石川　顕　氏

1941 年 神奈川県横須賀市生まれ。TBS に入社、2000 年度アナウンサー大賞受賞。

TBS に入社以来 37 年スポーツ担当アナウンサーとして、日米プロ野球、バレーボール、

バスケット、マスターズゴルフなどの球技からモータースポーツまで、幅広いジャンルのキ

ャリアを持つ。特にプロ野球については深い造詣と識見を持ち、実況以外の執筆・対談等に

も活躍。2001 年 TBS 退職後はスポーツ評論家として活躍。

現在､ 関東学院大学講師、文教大学講師。

　　　　　　　　

懇親パーティ／ 16：00 ～ 17：50
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編　　　集 日工販調査広報委員会
委 員 長　田尻哲男（㈱豊通マシナリー）
副委員長　丹波　優（伊藤忠マシンテクノス㈱）
委　　員　手塚正樹（双日マシナリー㈱）　中村龍二（㈱トミタ）
　　　　　菊池一雄（㈱ナチ常盤）　稲垣誠人（三菱商事テクノス㈱）
　　　　　港　省司（㈱牧野フライス製作所）　関　秀利（日本GE㈱）

電　　話　03-3454-7951　　FAX　03-3452-7879
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行事予定

展示会

微細・精密加工技術展 2014 … 5 月 29 日（木）・30 日（金） 大田区産業プラザ（Pio）

第 12 回中国国際工作機械展（CIMES）

　　………………………………… 6 月18 日（水）～ 22 日（日） 新中国国際展示センター

難加工技術展 2014 …………… 7 月 2 日（水）～ 4 日（金）　 ポートメッセ名古屋

IMTS2014（International Manufacturing Technology Show） 

　　　　　　　　　　…………… 9 月 8 日（月）～13 日（土） McCormick Place, Chicago

JIMTOF2014（第 27 回日本国際工作機械見本市）

　　………………………………… 10 月 30 日（木）～11 月 4 日（火）　東京ビッグサイト

編集後記

●	今年も新入社員が入社し現在約1ヶ月の集合研修中です。今年は私の担当の情報セキュリティやメー
ルなどの研修だけでなく工作機械の基礎を教える研修にも係っています。工作機械の基礎研修は初
の試みであり工作機械メーカー殿の工場見学がメインです。見学に行く前にイラストやビデオなど
を利用し加工や機械の種類などを座学で講義し、少しでも意義がある工場見学にしようと無い知恵
を絞っている最中です。商社の場合、文系の学生を採用するケースが多く大半の新入社員は旋盤す
ら知らずに入社してきます。集合研修中に少しでも工作機械の価値や役割を把握してもらい一日で
も早く仕事のやりがいを見つけて欲しいと願っています。

	 今年は我が家の三男殿も社会人となり、同じように約 1ヶ月の集合研修中のためか知らず知らずの
うちに力が入っているのかも知れません。（稲垣）

●	今年より新しく編集委員となりました。よろしくお願いします。
	 4 月になって今年も多くの新入社員が入社しましたが、どの顔も希望に満ちあふれています。日本
能率協会が実施した2014年度新入社員「会社や社会に対する意識調査」によりますと、約6割が
「10年後の日本は良くなる。」と答えており、上司・先輩に比べ「良くなる」と考える割合が高い結
果となっています。

	 2020 年に東京での五輪開催が決まったことで、国民が団結し、日本の技術力の高さをアピールす
る良い機会と捉えて、日本全体が明るい未来を描いていると考えているようです。また、10年後は、
自分たちの世代が主役となり良い社会を牽引したいと思う気持ちも強いようで、頼もしい限りです。
そういったフレッシュマンに負けないように、自分自身もリフレッシュしながら頑張りたいと思い
ます。（港）


